
○ 農業の多面的機能の貨幣評価の試算結果

機能の種類 評 価 額 評 価 方 法

洪水防止機能 3兆4,988億円/年 水田及び畑の大雨時における貯水能力を、治水

ダムの減価償却費及び年間維持費により評価

（代替法）

河川流況安定 1兆4,633億円/年 水田のかんがい用水を河川に安定的に還元する

機能 能力を、利水ダムの減価償却費及び年間維持費

により評価（代替法）

地下水涵養機 537億円/年 水田の地下水涵養量を、水価割安額（地下水と

能 上水道との利用料の差額）により評価（直接法）

土壌侵食(流 3,318億円/年 農地の耕作により抑止されている推定土壌侵食

出)防止機能 量を、砂防ダムの建設費により評価（代替法）

土砂崩壊防止 4,782億円/年 水田の耕作により抑止されている土砂崩壊の推

機能 定発生件数を、平均被害額により評価（直接法）

有機性廃棄物 123億円/年 都市ゴミ、くみ取りし尿、浄化槽汚泥、下水汚

分解機能 泥の農地還元分を最終処分場を建設して最終処

分した場合の費用により評価（代替法）

気候緩和機能 87億円/年 水田によって1.3℃の気温が低下すると仮定し、

夏季に一般的に冷房を使用する地域で、近隣に

水田がある世帯の冷房料金の節減額により評価

（直接法）

保健休養・や 2兆3,758億円/年 家計調査のなかから、市部に居住する世帯の国

すらぎ機能 内旅行関連の支出項目から、農村地域への旅行

に対する支出額を推定（家計支出）

資料：「地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林の多面的な機能の評価について(答申）」日本学

術会議 平成１３年１１月

｢地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林の多面的な機能の評価に関する調査研究報告書」

（株）三菱総合研究所 平成１３年１１月

注１：農業の多面的機能のうち、物理的な機能を中心に貨幣評価が可能な一部の機能について、日

本学術会議の特別委員会等の討議内容を踏まえて評価を行ったものである。

注２：機能によって評価手法が異なっていること、また、評価されている機能が多面的機能全体の

うち一部の機能にすぎないこと等から、合計額は記載していない。

注３：保健休養・やすらぎ機能については、機能のごく一部を対象とした試算である。


